
（別紙３）

～ 2025年　12月　26日

（対象者数） 10 （回答者数） 7

～ 2025年　11月　28日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
利用児の成⾧に伴う変化に気づき、活動を通して自立に繋が
る支援をしていきたい。

2

活動や体験をしていき、利用児の興味の幅を広げられるよ
うにしていきたい。

3

これからも丁寧な対応を心掛けていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
他校舎のひまわりへの訪問、交流は行っている。

2
現在は事務所へ置き、対応しているが、増えてきたら室内
のレイアウトも考えていきたい。

3
保護者会など集まりがある時は、ひまわり他校舎を借りて
対応している。

放課後等デイサービスひまわり掛川駅西校

駐車場が少なく、狭い。

○保護者評価実施期間

非常時に備え、スムーズな動線が出来る様にしていきたい。

○従業者評価有効回答数

利用児が楽しく取り組めるよう、生活スケジュールを考慮
し、体調に合わせた支援が出来る様心がけている。

○事業所名

2025年　11月　1日

学校や、保護者からの伝達や、利用児の様子をよく見て、
しっかり体調管理をしている。
個々に合った、介助、支援を職員同士共有して、支援活動に取
り組んでいる。

○事業者向け自己評価表作成日

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

福祉車両２台、職員駐車場で満車となり保護者による利用
児の送迎時、渋滞がおこってしまう。

2025年　12月　13日

利用児の身体が大きくなり、バギーの利用が増えると、バギー
の置き場所がない。

○保護者評価有効回答数

毎日、様々な活動を考え、個別によって対応できるよう考えら
れた活動が行えるようにしている。

○従業者評価実施期間

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

活動等で、選択肢を選べるように、見本を作り提示したり、視
覚で分かるようなイラストを使い自分で選べるようにしてい
る。
利用児の普段をよく知り、好きな物、苦手な物を把握し、共有
している。

工夫していることや意識的に行っている取組等

全職員が、各利用児と向き合い、丁寧な対応ができている。

2026年　1月　8日

地域の交流、児童館などでの交流が難しい。 医療的ケア児をお預かりしている為、体調を考えると、難
しいと考えている。

利用児の表情、視線、動きをよく見て、興味のある物に気づ
き、職員、保護者に共有し伝えている。

事業所として考えている課題の要因等


